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平成22年度「慢性疾患の革新的包括マネジメント実現へ向け
た国際的医薬看研究者育成プログラム」派遣者報告
－英国ロンドン大学 キングスカレッジ フローレンスナイチ
ンゲール看護学部への派遣を通して
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〔実践報告〕
Ⅰ．はじめに
　平成２２年度から３年間の計画で，千葉大学では，
特に慢性疾患に対する先進的包括的マネジメント
を実現し，その研究成果を国内外へと発信する研
究拠点を確立することを趣旨として，「慢性疾患
の革新的包括マネジメント実現へ向けた国際的医
薬看研究者育成プログラム」１）（以下，本稿にお
いては本プログラムと省略）を実施しており，
我々３人は今回本プログラムでの派遣の機会を得
――――――――――――
１）文部科学省　高等教育局　医学教育課（元・
千葉大学大学院看護学研究科）
２）千葉大学大学院看護学研究科
要　旨
　千葉大学では，医学研究院、薬学研究院、看護学研究科および真菌医学研究センターの合同プロ
ジェクトとして「慢性疾患の革新的包括マネジメント実現へ向けた国際的医薬看研究者育成プログラ
ム」を平成２２年度から３年間の計画で実施している．報告者３名は，平成２２年度，本プログラムの一
環として，英国ロンドン大学 キングスカレッジ フローレンスナイチンゲール看護学部（King's 
Colege London The Florence Nightingale School of Nursing & Midwifery）への派遣の機会を得
た．本派遣の目的は，各派遣者の研究課題に基づき英国における慢性疾患患者に対する看護実践の
実際と課題，および看護研究に関する情報を得て，今後の研究遂行のための示唆を得ることであった．
　派遣時期は，２０１１年１月～３月，派遣期間は，１名が６３日間，２名は１５日間であった．派遣中のプロ
グラムについては，派遣先の大学担当教官と事前に相談し，派遣期間内に大学で開講されている科目
の中から，各派遣者の研究課題に関連のある科目を含めた履修プログラムが組み立てられ，各科目を
受講し講義の聴講や受講者とのディスカッションに参加した．また，当該大学のプログラムとは別
に，在宅緩和ケアや認知症患者の退院支援等の実際について調査するため，派遣者が直接英国の医療
機関に交渉し，セント・ジョンズホスピス（St John's Hospice）の見学と退院支援ケース会議への
参加等を派遣プログラムに組み込んだ．
　本派遣を通し，政策的動向をふまえた保健医療福祉サービス提供システムの在り方や，その中での
看護専門職が果たすべき役割に関する課題，看護実践能力の向上における継続教育の在り方に関す
る課題について示唆を得ることができた．
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た．
　派遣先の選定にあたって，英国は，国民保健医
療サービス（National Health Service;以下NHS）
を中核とした保健医療制度（脚注１）によって全ての国
民に公平に保健医療サービスが提供されており，
その環境における看護専門職の役割，実践内容や
その課題について英国の現状を知ることは，今後
の日本の看護専門職の実践のあり方を研究する際
の参考になると考えた．中でも，英国ロンドン大
学 キングスカレッジフローレンスナイチンゲー
ル看護学部は，慢性疾患患者の体験に関する研究
に積極的に取り組んでいることから，本プログラ
ムの目的を達成できる派遣先するに相応しいと考
え選定した２）．
　本稿では，本プログラムによる英国ロンドン大
学 キングスカレッジフローレンスナイチンゲー
ル看護学部への派遣成果を報告する．
Ⅱ．各派遣者の派遣期間・研究課題・目的
　３名の派遣者の派遣期間，研究課題と目的を表
１に示す．
Ⅲ．英国ロンドン大学　キングスカレッジ　フ
ローレンスナイチンゲール看護学部でのプロ
グラム
　派遣先の英国ロンドン大学 キングスカレッジ
フローレンスナイチンゲール看護学部では，３名
の派遣者に対して，看護学部生への教育あるいは
卒後の継続教育として提供している講義に参加で
きるようプログラムの組み立てを行った（表２）．
また，各派遣者の要望と派遣目的を考慮し，複合
的在宅医療サービスを提供するセント・ジョンズ
ホスピス（St John's Hospice），セント・ジョン
＆エリザベス病院（Hospital of St John and St 
Elizabeth）への訪問とホスピスで定例開催されて
いる多職種による退院支援ケース会議への参加を
組み込んだ．
Ⅳ．各派遣者の研究課題に対応した研修成果およ
び今後の課題
１．英国における認知症高齢者の退院後の生活再
構築促進のための訪問看護師の援助および連
携における役割（派遣者A）
１）研究課題に対応した研修成果
　大学で履修した科目は，Health Policy and 
Professional Practice等の保健医療サービス提
供の制度および制度下における看護専門職とし
ての資質や態度を問う科目，Medicine Issues 
for Older People等実践に活用できる最新の知
識を教授する科目まで幅広い内容であった．大
学での講義履修を通し，認知症高齢者の退院支
援のあり方については，政策的な方向性や倫理
――――――――――――
（脚注１）英国では，NHSを中核とした保健医療制度によって全ての保健医療サービスが提供される．そのため，病院は多
くが「国立」であり，そこで働く看護職はNHSから給与が支払われる仕組みである．国が定める範囲の医療サービス
については，国民負担は原則発生しない．ただし，医療サービスへのアクセスについては，あらかじめ自分の居住地の
地区の一般開業医（General Practitioner；GP）に登録し，その診察を受けた後，必要に応じて病院に紹介される仕組
みである．
表１．各派遣者の派遣期間・研究課題・目的
研究課題／目的派遣期間派　遣　者（教育研究分野／役職）
【研究課題】英国における認知症高齢者の退院後の生活再構築促進のための
訪問看護師の援助および連携における役割
《目　　的》今後，日本における認知症高齢者への在宅移行を支援する訪問
看護援助に関する研究を行うため，英国における在宅認知症高齢者を対象
とした実践と研究方法の動向を学び，より適切な研究方法を特定し研究計
画立案の参考とする
２０１１年２月７日
～２月２５日
（１５日間）
派遣者A
（訪問看護学／講師）
【研究課題】英国における生活習慣病を含む慢性疾患の予防に関する実践活
動の動向と看護系大学における継続教育の実際
《目　　的》英国における生活習慣病を含む慢性疾患の予防に関して，実践
活動の動向と看護系大学における継続教育に関する情報を得て，今後の研
究課題に対する示唆を得る
２０１１年２月７日
～２月２５日
（１５日間）
派遣者B
（地域看護学／助教）
【研究課題】英国での慢性期神経内科疾患をもつ対象者に対する看護実践と
その領域での看護研究
《目　　的》英国での慢性期神経内科疾患（特にParkinson病）をもつ対象者
に対する看護実践とその領域での看護研究の動向についての先進的知見を
得て，日本での看護実践および研究にいかす
２０１１年１月２０日
～３月２２日
（６３日間）
派遣者C
（老人看護学／助教）
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的視点とともに，実践で必要とされる事項とは
何か等，様々な観点から研究の背景，意義を検
討する必要があると感じた．
　St John's Hospiceでは，定例の退院支援ケー
ス会議に参加した．また，St John's Hospiceに
は，Day Services，Hospice ＠Homeなど在宅
サービス部門３）があり，各責任者より直接実際
の活動について質疑応答を行った．
　退院支援ケース会議は，退院できる状態にあ
る患者４－５人について，担当医師，ホスピス
病棟のリーダー看護師，ホスピス病棟退院調整
看護師，理学療法士（Physical Therapist；以
下PT），ソーシャルワーカー（Social Worker；
以下SW），Day Servicesのスタッフが，今後の
退院支援計画について各職種の専門性を十分に
発揮し，活発に検討する場であった．Day 
Servicesは，終末期段階のみならず，緩和ケア
導入段階の患者の家族が今後の自分たちの在宅
療養のあり方について学ぶ家族支援の場でも
あった．Hospice ＠Homeの在宅ケアコーディ
ネーターであるリーダー看護師は, 一般開業医
（General Practitioner；以下GP），地区看護師
（District Nurse；以下DN）,言語聴覚士（Speech 
Therapist；以下ST），SW等と協力し地域の医
療福祉サービスをマネジメントし，各地区の 
GPやDNからの申し出による定例ケア会議に出
席して，在宅療養者の今後の療養計画を決定す
るということであった．リーダー看護師に，認
知症である在宅緩和ケアを必要とする療養者の
ケアの現状を尋ねたところ，認知症ケアを専門
とする看護師（Admiral Nurse）（脚注２）と連携を
とりながら根気強く緩和ケアの必要性とその根
拠となる疾患に関する病状説明が必要であり，
とても挑戦的なことである．との回答であった
が，それ以上の支援は行われていないとのこと
であった．
２）今後の課題
　講義科目履修を通じ，研究成果を保健医療福
祉サービス提供システムの中で看護専門職が果
たすべき役割として明確に導くためには，研究
計画は政策的動向をふまえて立案することが肝
要であると考えた．一方，英国政府は２００９年よ
り国家認知症戦略（National Dementia Strategy）
を掲げ，認知症ケアに関わる政策やサービスの
抜本的な改革に取り組んでいるものの，ホスピ
スでの在宅療養支援の現状から推察し，緩和ケ
アを必要とする人々への認知症ケア提供のあり
方については今後の課題であると感じた．水野
らの報告５）にあるように，英国認知症政策は，
認知症に係る医療，ケアサービスの質向上を意
図した「枠組み」を示すものであって具体的な
行動手引きや指針の類ではないことを考慮する
と，政策目標を達成するための具体的な方策に
ついては，ケア提供の現場において実践的研究
を実施し，その知見を蓄積して具体的なケア指
針等を策定する必要があると考える．
表２．研修期間中に参加した授業科目一覧
（Post-qualificationDirectory2011-12.pdfより：http://www.kcl.ac.uk/nursing/index.aspx 2012年2月19日アクセス）
備　　　考受講対象者授業形式*科　　目　　名
・Moduleは： 一定期間のコース
（概ね３ヵ月で１コース）で開講
されており，Study Dayは通常
１日で開講されている．
・科目名中*を付したものは，派遣
者Cのみが受講．その他は３名
の派遣者が共通して受講した．
看護実践者，大学院生ModuleLeadership and Management in Primary 
Care Organisations
看護実践者，大学院生ModuleHealth Policy and Professional Practice
看護実践者，学部学生ModuleLaw and Ethics
看護実践者ModulePain Management
看護実践者，学部学生ModuleAcute Adult Nursing
看護実践者ModuleEnd of Life in a Contemporary Society
看護実践者ModuleNon-medical Prescribing Session*
看護実践者Study DayAdvanced ECG and Cardiac Pacing
看護実践者Study DayECG Rhythm Analysis 
看護実践者Study DayMedicine Issues for Older People
看護実践者Study DayNutrition Management for Older People*
看護実践者Study DayLifestyle Coaching for Health*
――――――――――――
（脚注２）Dementia UK（認知症の人々とその家族の生活の質向上を目指す英国の国家慈善団体）が育成支援するNHSで
働く実践的かつ情緒的支援を行う看護師のこと。参考URL:http://www.dementiauk.org/about-us/
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２．英国における生活習慣病を含む慢性疾患の予
防に関する実践活動の動向と看護系大学にお
ける継続教育の実際（派遣者B）
１）研究課題に対応した研修成果
　英国は，特に肥満，性感染症罹患率が高く，
薬物依存，飲酒，喫煙の問題等，生活習慣病を
含む慢性疾患の予防は，国の重要課題の一つで
ある．国の提言６）では，職域や集団など地域で
の働きかけに重点をおいた戦略の推進が明記さ
れている．実践活動の動向としては，母子保健
や学校保健における取組が重点的に展開されて
いる．また本提言では，健康戦略の推進のため
NHSのヘルスシステムの改革推進と地方自治
体等に属する専門職のリーダーシップの発揮の
必要性が明記されている．こうした実践能力の
向上には継続教育による取組が不可欠であり，
英国では看護職の継続教育の基準（脚注３）が設けら
れている．本基準には，実践能力の向上におけ
る継続教育の在り方が明記され，看護系大学が
継続教育の提供の場のひとつとして位置付けら
れている．派遣先の大学の継続教育の授業内容
には，健康課題のモニタリングと戦略，看護職
のリーダーシップの発揮，他機関連携の在り方，
人材育成等が含まれていた．実際の授業では，
政策や理論等に関する講義他，研究のクリ
ティークも含み，受講者は，自らの実践活動に
ついて国の動向や関連する研究等を踏まえて客
観的に振り返り，今後の課題や取組について示
唆を得ていた．また，学部生を対象とした一部
の授業が継続教育の科目としても開講されてお
り，学部生と現役看護職が共通の課題を討議し
ていた点が特徴的であった．また，受講生の多
くが所属組織からの支援または指示の下で受講
していた．英国では免許更新条件を満たす必要
があり，組織として研修受講機会を保障する必
要性が高いが，単にその側面に留まらず，職場
外研修（Of  the Job Training；以下Of-JT）
によって組織的に看護の質向上に取り組んでい
ると考えられた．
２）見出された今後の課題
　本派遣を通し，慢性疾患予防について英国の
課題と実践活動の動向を理解することができた．
特に，看護実践能力の向上における看護系大学
を中心に展開される継続教育に関する示唆を得
た．大学における継続教育の展開方法について
は，政策や研究の知見から自らの実践を振り返
る機会が盛り込まれていた．また，基礎教育と
継続教育を一部連動させることにより，学部生
は実際の現場の課題に触れる機会になり，現役
看護職は，基礎教育の展開内容の理解を深める
機会になると考えられた．今後は，看護職の実
践能力の向上を目指した継続教育について，
Of-JTにおける展開方法の課題や，継続教育と
基礎教育の連動という視点からも検討していき
たい．
３. 英国でのパーキンソン病をもつ対象者に対す
る看護実践からの知見（派遣者C）
１）研究課題に対応した研修成果
　研 修 の 目 的 は，特 に パ ー キ ン ソ ン 病
（Parkinson Disease；以下PD）をもつ対象者に
対する看護実践やその領域での看護研究につい
ての先進的知見を得ることであった．PD患者
をケアする多職種チームメンバーの中で，地域
や病院の，全てのステージのPDの人々へのケ
アに関する個別のアセスメント，計画立案，実
践を担う臨床の専門家として，英国では，１９８９
年にPDナーススペシャリスト（Parkinson's 
Disease Nurse Specialist；以下PDNs）がつく
られた．PDNsは，「コンサルタント，教育者，
変革推進者，ケア評価者としての役割を持ちな
がら，臨床でのリーダーシップ，研究への意識，
看護の知見を発展」させることが本質的なスキ
ルとされ，その実践によって，PD患者とそのケ
ア提供者の臨床的アウトカムやウエルビーイン
グを改善するだけでなく，患者の入院や外来受
診，医師へのコンサルトを減らせることが示さ
れており，英国全土で活躍している．
　本研修期間中に，２名のPDNsの実践場面に
同席する機会を得た．英国では，PDNsだけで
はなく，DBS（Deep Brain Stimulation；脳深
部刺激）や，運動ニューロン疾患，てんかんの
ナーススペシャリスト等も存在し，専門職種間
で連携していた．さらに，PDNsが中心となっ
て開催するPDの治療・ケアに関する多職種カン
ファレンスに参加する機会や，パーキンソン病
患者支援組織であるParkinson's UKの視察の
機会も得た．
　PDNsの外来には５回同席した．PDNsはPD
患者の身体所見をとり，患者とその家族に生活
の様子を聞き取りながら，薬物の調整・処方，
――――――――――――
（脚注３）英国では，NMC（Nursing & Midwifery Council）に登録後３年毎に更新するため，更新要件として450時間以
上の実践経験と継続教育として35時間以上の研修受講を行う必要がある．
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患者教育などを行っていた．さらに，画像検査
の指示を出し，画像診断を行い，それに合わせ
て薬物の調整も行ったり，担当しているPD患
者からの連絡を電話やメールで受け，日々の相
談にも対応していた．PDNsは，他病院の医師
からPD患者の紹介を受けて看護診療したり，
患者の状態に応じて神経内科専門医へのコンサ
ルトをしたりしながら，自身の外来クリニック
でPD患者への医療サービスを行っていた．神
経内科専門医とは，電話やメール，あるいはPC
チャットを通じてコンサルトする等，密に連携
をとっていた．また，病棟看護師からのコンサ
ルトを受け，入院しているPD患者のケアへの
支援・教育も行っていた．英国でのPDNsの活
動とその自律性は欧州の看護を先導し，医師か
らも高く評価されており，筆者の研修期間中に
は，ドイツから研修にきている医学生がPDNs
の外来に同席して研修を行っていた．
　英国では，日本で未認可や臨床治験段階の薬
剤も既に利用されていた．例えば，ℓ-dopa徐
放剤の内服療法や，Duo-dopa療法（十二指腸瘻
からゼリー状のℓ-dopa製剤をポンプを使って
持続注入），アポモルヒネ皮下注射療法（即効性
のドパミンアゴニストを携帯用ポンプで持続注
入，あるいはペンタイプの注入器で間欠注射）
等が行われており，それらにPDNsがかかわる
ことで，PD患者と家族のQOLを改善させるこ
とが出来ていた．
２）今後の課題
　今回の派遣を通して，看護師（PDNs含む）
の養成・資格認証・継続教育だけでなく，看護
師の業務範囲と内容の違いを実感した．アジア
圏でもPDNsをもちPD患者のQOL向上に貢献
している国もある．日本でも同様の役割が求め
られる一方，養成・教育システムや法的事項等
を含めて検討し，多職種による慢性疾患の包括
的マネジメントに向けて系統的に進めていく必
要性があると考えた．また，２０１２年８月から日
本でもアポモルヒネの間欠皮下注射が可能と
なった．研修で得た知見や英国での看護研究を
踏まえて，日本の臨床現場や保健医療システム
にあった看護支援を検討していきたい．
Ⅴ．お わ り に
　英国の看護専門職の役割，実践内容を現地で学
ぶ機会を得て，日本の看護専門職の役割や業務内
容の位置づけ，両国が重視している事項などを再
認識出来た．また，本派遣プログラムの成果を，
慢性疾患に対する先進的包括的マネジメントの実
現に向け取り込み，その研究成果を国内外へと発
信するためには，看護の対象者をとりまく保健医
療政策や，看護専門職の裁量の範囲，基礎教育・
現任教育システムの相違等を認識した上で，我が
国において広く国民の医療福祉に貢献出来る研究
課題を見出す必要があることを実感した．
　一方で，政策目標に関わらず，看護専門職とし
て慢性的な疾患をもつ患者や高齢者を連続体とし
てとらえ，個々の生活を基盤としたニーズに合っ
た看護研究課題を見出す必要性もある．大学での
講義の各所には，実践の場で行われる看護研究や
医学研究の結果を国家レベルで綿密に分析・蓄積
した評価を素材に，「最善のケアとは何か」を受講
者が十分に考察できるよう授業内容が構成されて
いた．教育・研究機関である大学が，社会への貢
献という目標に向かって前進していることを肌で
感じ取ることもできたことから，今後，大学がど
のように地域社会に貢献できるのか，という点に
ついても示唆を得ることができた．
　最後に，今回，我々派遣者３名は，今後着手し
ようとする研究を遂行するための示唆を得る目的
で派遣プログラムに参加したが，研究テーマを設
定する場合は，看護実践における課題解決に向け
た明確な方向性を描くことはもとより，政策の方
向性を改めて俯瞰する視点を持って，国民の幸せ
を実現する心構えで自身の研究を位置づけること
の重要性を感じた．そのためには，一つの研究の
みで課題を解決できるものではないということを
念頭に，すでに行われている研究結果をレビュー
して全体像を整理し，その上で自身の研究が全体
のどの部分で貢献できるのか，常に批判的視点を
持って取り組むという研究者としての基本的姿勢
を改めて認識したところである．
（本派遣は，日本学術振興会「組織的な若手研究者
等海外派遣プログラム」に採択された「慢性疾患
の革新的包括マネジメント実現へ向けた国際的医
薬看研究者育成プログラム」（千葉大学）の助成
を受けた．）
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